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第3 章 雨天時浸入水対策計画 

3.1 発生源の絞り込み(スクリーニング) 

(1) スクリーニングの目的 

スクリーニングの目的は、費用対効果の高い

改善対象の選別です。 

スクリーニングは、改善対象の規模に対応し

て段階的に行い、最終的に改善箇所の特定に

繋げます。 

スクリーニングは、素早く簡単かつ経済的に

行うことが求められます。 

 

(2) スクリーニングの規模 

 大規模：排水区・処理区 

 中規模：団地等地域規模(20～30ha) 

 小規模：改善地区規模(2～5ha) 

管路施設の過負荷判定は、水位スクリーニング

による溢水リスク評価が有効です。 

大規模な雨天時浸入水量の定量は、処理施設流

入記録やポンプ施設の稼働時間記録により行い

ます。 

管路施設の雨天時浸入水の定量は、水位調査で

絞り込んだ地区だけを対象とし、別途流量調査に

よるか、水位調査結果を基にマニング公式の粗度

勾配係数を2点以上の平均流速実測値で補正する

方法が実務的です。 

 

(3) スクリーニングの方法 

タフレベルＣによるスクリーニング(全規模) 

タフレベルＣは、絶対圧計測チップロガーです。

大気圧チップロガーとの差圧により水位を計算

します。ケーブルがないのでチップを撒く感覚で、

手軽に同時多測点水位測定を実現します。 

 

溢水箇所でも計測できる大きな利点があり、溢

水危険ルートの調査に最適です。 

 (計測範囲：0.02～10m、精度±2mm/FS1m時) 
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タフレベルＧによる地下水位・水路水位計測 

タフレベルＧは、ゲージ圧(差圧)計測ロガーで

す。計測用途に応じてケーブルやアタッチメント

を簡単に交換することができます。 

タフレベルＣよりも設置は手間ですが、大気圧

との差分計算を必要としない分、タフレベルＣよ

りも水位計測精度が良く、地下水位調査や水路水

位調査など、水位スクリーニングに関係する様々

な水位調査に最適です。 

(計測範囲：0.02～10m、精度±1mm/FS1m時) 

 通常の水位計測(ベントケーブル) 

 人孔内地下水位計測(ウェルヘッド) 

 河川・用水路の水位計測(スペーサ) 

 せきフリューム式流量計測(チューブ) 
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